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第 6章　総括

第 1節　新堤地区
・今回調査した 2 基の半地下式有牀（ロストル）式平窯は、本窯跡の位置する台原・小田原窯跡群の一つである神

明社窯跡 A 地点（蟹沢中瓦窯跡）に次ぐ東北地方で２例目の発見である。神明社窯跡で調査された平窯は多賀城

Ⅱ期であり、今回調査した平窯は多賀城Ⅳ期に位置付けられる。現在までのところ東北地方では、古代の平窯は

台原・小田原窯跡群内でのみ確認されている。

・今回調査した 1・3 号窯跡の分焔牀は 2 基ともに 6 列で、1 号窯跡は焼成部～燃焼部の全長約 4.8m、焼成部の

奥行き約 1.1m・幅約 2.2m、3 号窯跡は焼成部～燃焼部の全長約 4.3m、焼成部の奥行き約 1.2m・幅約 2.1m で

ある。平安宮所用瓦を焼成していた 9 世紀における官営工房の平窯は分焔牀が 6 列で、焼成部～燃焼部の全長約

5m、焼成部の奥行き約 1m・幅約 2m である。今回調査した平窯 2 基は、9 世紀における官営工房の平窯の構造

と一致しており、同様の規模である。「陸奥国修理府」が、多賀城所管の従来の造瓦所を補強する目的で、中央

の木工寮造瓦所などに援助を求めた結果の反映と考えられる。

・今回調査した平窯の瓦生産量は、以下のように考えることができる。本地区の 1・3 号窯跡の窯詰めが、京都市

左京区岩倉幡枝町に所在する栗栖野瓦屋・福枝 1 号瓦窯跡と同様の窯詰が行われていたと仮定した場合、1 段目

は分焔牀の上にまたがり、平瓦を交互に腹合わせ、背合せの状態に置き、2 段目は 1 段目の瓦列と交差するよう

に瓦詰めされる。以上のことを踏まえて計算すると、一度に焼成された平瓦の枚数は以下のようになる。

1 号窯跡の焼成部の奥行きは 1.0 ～ 1.1m、幅は 2.1 ～ 2.2m、分焔牀上端部からの現存する壁高は約 0.9m である。

焼成部の焔道は、7 条確認されている。1 号窯跡から出土している平瓦の最も長いものは 37.7㎝、広端幅で最も

広いものは 26.7㎝、凸面中央から凹面側縁端部までの厚さの中で最も厚いものは 7.5㎝である。以上のことから、

1 号窯跡の 1 段目では、焔道からみて平瓦を 7 列、奥行きから 1 列あたり 13 枚程度、2 段目は奥行きからみて 4 列、

幅から 28 枚程度並べることが可能である。残存している壁高からみて、2 ～ 3 段積み重ねることができたと判

断でき、3 段目は 1 段目と同様と考えることができる。その結果、1 段目と 3 段目は 7 列× 13 枚× 2 段＝ 182

枚、4 列× 28 枚× 1 段＝ 112 枚となる。合計すると 2 段積み上げて焼成した場合には 203 枚、3 段積みの場合

には 294 枚となる。3 段目が 1・2 段目と同様に全面にわたって積み上げられたのか否かに関しては不明である。

3 号窯跡の焼成部の奥行きは 1.0 ～ 1.2m、幅は 2.0 ～ 2.1m、分焔牀上端部からの現存する壁高は約 0.85 ～

0.95m である。焼成部の焔道は、7 条確認されている。3 号窯跡から出土している平瓦の最も長いものは 38.3㎝、

広端幅で最も広いものは 28.5㎝、凸面中央から凹面側縁端部までの厚さの中で最も厚いものは 7.8㎝である。1

号窯跡と同様に計算すると、1 段目と 3 段目は 7 列× 14 枚× 2 段＝ 196 枚、4 列× 25 枚× 1 段＝ 100 枚・4

列× 26 枚× 1 段＝ 104 枚と考えられる。合計すると 2 段積み上げて焼成した場合には 198 ～ 202 枚、3 段積

みの場合には 296 ～ 300 枚となる。3 段目が 1・2 段目と同様に全面にわたって積み上げられたのか否かに関し

ては、1 号窯跡と同様に不明である。

・窖窯の構造は半地下式無階無段（谷の西側斜面に所在する 7 ～ 10 号窯跡）と、半地下式有階無段（谷の北側斜

面に所在する 4 ～ 6 号窯跡）が認められる。

・平瓦は成形痕跡から、多賀城平瓦Ⅱ B 類（多賀城Ⅲ期）・同Ⅱ C 類（同Ⅳ期）に分けられる。

・窖窯は半地下式無階無段の 7 ～ 10 号窯跡が多賀城Ⅲ期、半地下式有階無段の 4 ～ 6 号窯跡と平窯の 1・3 号窯

跡が同Ⅳ期に相当する。

・窖窯の規模は全長 5.25 ～ 6.9m、幅 50 ～ 80㎝、残存壁高 40 ～ 60㎝である。

・貞観 11（869）年、陸奥国大地震により、国府多賀城、その付属寺院（多賀城廃寺）は甚大な被害を受けた。
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律令政府は「陸奥国修理府」を設置し、中央主導で震災復興にあたった。今回調査した平窯は、その震災復興の

一端を示すものと考えられる。同時に、『日本三代実録』貞観 12（870）年 9 月 15 日の項にみえる「復興のた

めに瓦造りに長けた新羅人を陸奥国に配属した」という記事と符合する資料といえる。

・新堤地区から出土している瓦の破片数は、軒丸瓦 12 点・丸瓦 6,882 点・軒平瓦 17 点・平瓦 29,480 点・道具

瓦 58 点の計 36,449 点である。平瓦が多く 80.9％を占める。次いで丸瓦の 18.9％である。その他の軒丸瓦・軒

平瓦・道具瓦は合計しても 1％未満である。そのうち、窯跡から出土した瓦は、丸瓦 1,688 点・軒平瓦 3 点・平

瓦 7,167 点・道具瓦 31 点の計 8,889 点である。百分比で見ると丸瓦が 19.0％・平瓦が 80.6％である。平窯の

みでは、丸瓦 1,197 点・軒平瓦 2 点・平瓦 6,350 点・道具瓦 31 点の計 7,580 点である。百分比で見ると丸瓦

15.8％・平瓦 83.8％である。窖窯のみでは、丸瓦 491 点・軒平瓦 1 点・平瓦 817 点の計 1,309 点である。百

分比で見ると丸瓦 37.5％・平瓦 62.4％である。

・日本国内における棟平瓦は、本窯跡以外では多賀城跡から出土しているのみである。多賀城跡から出土している

棟平瓦は、本地区から供給された可能性が考えられる。このような棟平瓦は、朝鮮半島の統一新羅時代（689~935

年）の都であった大韓民国慶尚北道慶州市内の遺跡（月城、雁鴨池、七佛庵、鍪藏寺址、金丈里瓦窯址）から発

見されている。

第 2節　蟹沢地区西地点
・窖窯は燃焼部が崩落しており、構造が確認できたのは半地下式無階無段（5 ～ 9 号窯跡）の 5 基のみである。

・窖窯の時期は、出土した瓦から多賀城Ⅲ期に相当する。

・窖窯の規模は、後世の削平と崩落により全長は明確にできないが、幅 50 ～ 95㎝、残存壁高 35 ～ 68㎝である。

・窯構築材などとして用いられた多賀城Ⅱ期の特徴をもつ重圏文軒丸瓦や、方形突出をもつ平瓦は、隣接する蟹沢

地区東地点からは出土していない。これは、谷を下った枡江遺跡、神明社窯跡 A 地点（蟹沢中瓦窯跡）に認め

られることから、そこから持ち込まれ、転用された可能性がある。

・蟹沢地区西地点から出土している瓦を破片数から見ると、軒丸瓦 170 点・丸瓦 1,113 点・軒平瓦 264 点・平瓦

13,387 点・道具瓦 43 点の計 14,977 点である。百分比で見ると丸瓦が 7.4％、平瓦が 89.4％であり、その他の

軒丸瓦・軒平瓦・道具瓦は合計で 3.2％である。そのうち、窯跡から出土した瓦は、軒丸瓦 11 点・丸瓦 81 点・

軒平瓦 18 点・平瓦 1,555 点・道具瓦 6 点の計 1,671 点である。百分比で見ると丸瓦 4.8％・平瓦 93.1％・その

他軒丸瓦など 2.1％である。

・8・9 号窯跡は、最終操業面からそれぞれ須恵器坏、風字硯が出土していることから、瓦陶兼業窯であると考え

られる。

・水切り瓦（12 葉細弁蓮華文、多賀城 311）と同型式のものは、本窯跡の所在する台原・小田原窯跡群内では神

明社窯跡 C 地点で出土している 1 例のみである。水切り瓦の分布の中心は備後国で、周辺の備中国、安芸国、

出雲国など中国地方に広く展開している。遠く離れた東北地方での、水切り瓦の在り方を考えるうえで示唆に富

む。

・重弧文軒平瓦（多賀城 710）には、ヘラ描きによる弧文が端部で屈曲するものと、屈曲せず弧を描いたままの

ものがある。前者は多賀城、後者は陸奥国分寺から出土していることが知られており、本窯跡で生産された瓦が

双方に供給されていたと考えられる。

・隅木蓋瓦は、一般的には瓦の中心線上にある孔から釘を打ち、隅木に取り付けられている。本地点から出土した

ものは、孔ではなく全て突起を設けていることから本地点から出土した隅木蓋瓦の使用方法は隅木に穴を穿ち、

その穴に突起を挿入して取り付けるものと考えられる。
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・本地点から出土した風字硯は、生産地・消費地ともに類例がみられない。これらの風字硯は一定の形態を示して

いるものではなく、多くの形態を示している。この風字硯は極めて特徴的な形状をしており、消費地で出土した

場合には生産地を特定することが容易である。しかし出土した風字硯は類似した亜形態が多く、製品として確立

する以前の試作品であることも考えておく必要がある。前述のとおり、現在までこの形態の風字硯は類例がなく、

今後の資料の増加に期待したい。

第 3節　蟹沢地区東地点
・窯体構造は残存状態の悪い 11 号窯跡を除くと、半地下式有階無段窖窯が 6 基（10・12 ～ 15・18 号窯跡）、半

地下式無階無段窖窯が 2 基（16・17 号窯跡）である。窯体の焼成部幅が 1m 前後のものがほとんどである。蟹

沢西地点や新堤地区と比べて幅の広い構造となっている。窯体の還元硬化はやや弱い。

・窯体の断ち割り調査によって側壁の構架材が床面とほぼ同じ高さで設けるもの（10・12・13・15・18 号窯跡）と、

壁高を 25 ～ 30㎝ほどもたせてから設置するもの（14・16 号窯跡）との 2 種類であることを確認した。前者の場合、

後者に比べて窯体構築時における地山の掘り込みは浅く、窯体の大部分が地上に構築されていたと考えられる。

・蟹沢地区東地点から出土している瓦を破片数から見ると、軒丸瓦 129 点・丸瓦 1,027 点・軒平瓦 1 点・平瓦 6,563 点・

道具瓦 68 点の計 7,788 点である。百分比で見ると丸瓦が 13.2％、平瓦が 84.3％であり、その他の軒丸瓦・軒平瓦・

道具瓦は合計で 2.5％である。そのうち窯跡から出土した瓦をみると軒丸瓦 54 点・丸瓦 451 点・軒平瓦 0 点・

平瓦 2,871 点・道具瓦 27 点の計 3,403 点である。百分比で見ると丸瓦 13.2％・平瓦 84.4％・その他 2.3％である。

・窯跡から出土した軒瓦は、無段の重弁蓮華文軒丸瓦（多賀城 211）が主体となっている。この軒丸瓦は、今回の

調査で生産地での出土が初めて確認された。現在まで陸奥国分寺では 211 が出土していないことから、多賀城

に供給するために製作されたものと考えられる。

・東地点全体から出土した軒瓦は重弁蓮華文軒丸瓦（多賀城 211、222、227）のみであり、軒平瓦は破片すら出

土しなかった。窯跡群の南西に位置する安養寺下瓦窯跡や神明社窯跡 A 地点（蟹沢中瓦窯跡）からは偏行唐草文

軒平瓦や単弧文軒平瓦が出土しており、これらの窯跡との分業体制を示唆するものと考えられるが、消費地での

出土数が極端に少ない 211 は多賀城Ⅱ期の補修瓦として製作された可能性も考えられる。

・｢田｣ 押印瓦は多賀城跡で出土した押印瓦と同種である。東地点で出土した押印の型式は、全て多賀城跡の調査

で分類された ｢田｣ B で、その押印位置は広端部側縁付近を中心に施されたものと見られる。陸奥国分寺に比べて、

出土数量が多い多賀城が供給先である可能性が高い。

・面戸瓦は無文平瓦を裁断して製作している。現在まで面戸瓦の多賀城跡からの出土例はみられないことから、陸

奥国分寺、国分尼寺に供給するものであったと考えられる。

・無段丸瓦の製作技法は粘土紐巻き作りと考えられるが、凹面の玉縁に相当する部位に有段丸瓦と同様の窄まりが

見られることから、多賀城Ⅱ期に有段、無段に関らず同型の木製型で作り分けが行われたことが窺われる。

・平瓦は、全て一枚作りである。薄手（厚さ約 1.5 ～ 2.0㎝）で還元が弱く、軟質である。陸奥国分寺、国分尼寺

にのみ出土例が確認されている凸面無文のもの（平瓦Ⅱ類＝陸奥国分寺分類Ⅵ類）や平行叩きを施すもの（陸奥

国分寺分類Ⅰ類）が出土している。

第 4節　総 括
・３調査区で出土した軒瓦を多賀城に照らし合わせてみると、蟹沢地区東地点では重弁蓮華文軒丸瓦 211・222・

227 が出土している。同西地点では重弁蓮華文軒丸瓦 431、細弁蓮華文軒丸瓦 310A・311、重圏文軒丸瓦、重

弧文軒平瓦 710、均整唐草文軒平瓦 720・721A が出土している。新堤地区では細弁蓮華文軒丸瓦 310、重弧文
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軒平瓦 710、均整唐草文軒平瓦 721B、連符文軒平瓦 920、単波文軒平瓦 921 が出土している。蟹沢地区東地点

は多賀城Ⅱ期、同西地点はⅢ期に、新堤地区はⅢ・Ⅳ期に分類される。また、平瓦の製作工程をみると、東地点

は、一枚作りで凸面無文、平行タタキのもので、多賀城Ⅱ期にあたる。西地点では、凸面は糸切り痕、縄タタキ、

タタキ目つぶれ、凹型台圧痕がみられ、凹面は糸切り痕、ナデがみられる。多賀城跡の調査報告によって分類さ

れた平瓦Ⅱ B 類であり、多賀城Ⅲ期の特徴を持つ。新堤地区では一枚作りで、凸面は縄タタキ、凹型台圧痕、凹

面は糸切り痕、ナデがみられる平瓦Ⅱ B 類と、凸面は縄タタキ、凹面には布目がみられ、凸面・凹面ともに調整

が全く認められない平瓦Ⅱ C 類がある。前者は多賀城Ⅲ期、後者は多賀城Ⅳ期である。丸瓦でみると東地点では

主に無段丸瓦が出土しており、西地点と新堤地区はすべて有段丸瓦である。凸面は、縄タタキ、ロクロナデがみ

られ、凹面は粘土紐痕、布目がみられる。

・文字瓦でみると、東地点からは「田」の押印が出土している。同様の押印の出土例から、多賀城Ⅱ期の特徴を持つ。

西地点からは、わずか３点だが「上」「下」のヘラ書きがみられる。文字資料の少なさと「下」のヘラ書きの多

賀城跡での出土例から、多賀城Ⅲ期のものと一致する。新堤地区の押印は 12 種類、ヘラ書きは 36 種類以上で、

平瓦の分類から多賀城Ⅳ期にあたる。

・台原・小田原窯跡群でみると、蟹沢地区東地点で出土している重弁蓮華文軒丸瓦 222 は、安養寺下瓦窯跡、神

明社窯跡 A 地点（蟹沢中瓦窯跡）で類例がみられ、211 は生産地としては初めての発見である。蟹沢地区西地点

の重圏文軒丸瓦は神明社窯跡 A 地点（蟹沢中瓦窯跡）で、細弁蓮華文軒丸瓦 310A は神明社窯跡 C 地点、枡江遺

跡で、細弁蓮華文軒丸瓦 311 は神明社窯跡 C 地点で、重弁蓮華文軒丸瓦 431 は安養寺下瓦窯跡でそれぞれ類例

がみられる。重弧文軒平瓦 710、均整唐草文軒平瓦 720・721A は神明社窯跡 C 地点から出土している。新堤地

区ではⅢ期の軒丸瓦が細弁蓮華文 310、軒平瓦は重弧文 710、Ⅳ期の軒平瓦は均整唐草文 721B・連符文 920・

単波文 921 が出土している。同タイプの均整唐草文は五本松窯跡・安養寺中囲瓦窯跡から出土している。連符文・

単波文は生産地としては初めての発見である。

	 多賀城分類でみると、蟹沢地区西地点では細弁蓮華文 310A・311、均整唐草文 720・721 が出土しており、そ

の組み合わせから、神明社窯跡 C 地点と共通する部分が多い。・蟹沢地区西地点では重圏文軒丸瓦や方形突出を

もつ平瓦が出土しており、隣接する東地点より神明社窯跡 A 地点（蟹沢中瓦窯跡）とのつながりが窺える。

・棟平瓦は、統一新羅で使用されていたが、その他の例として中国では、宋以降に軒丸瓦の代用品として使用され

た。日本国内では現在までのところ多賀城跡と新堤地区からのみ出土している。国内から出土している棟平瓦に

関しては、隅木蓋瓦として使用されたとの意見もある。

・隅木蓋瓦は、本窯跡周辺では陸奥国分寺より出土しているが、突起のあるものは例がない。全国的にみても、突

起のある例は認められない。

・水切り瓦は、本窯跡群周辺では神明社窯跡 C 地点で出土している。全国的に見ると備後寺町廃寺を中心とする地

域（備後、備中、安芸、出雲）でみられる。

・蟹沢地区東地点の窖窯の窯体構造は半地下式有階無段窖窯が 6 基（10・12 ～ 15・18 号窯跡）と半地下式無階

無段窖窯が 2 基（16・17 号窯跡）、西地点では窖窯の窯体構造が理解できたのは半地下式無階無段（5 ～ 9 号窯跡）

の 5 基、新堤地区の窯体構造は半地下式無階無段（7 ～ 10 号窯跡）の 4 基と半地下式有階無段（4 ～ 6 号窯跡）

の 3 基が認められる。

・３調査区の窯体構造を見ると、東地点では半地下式有階無段で幅が広く浅い特徴を持つ、西地点では半地下式無

階無段で幅が狭く深い特徴を持つ、新堤地区では半地下式無階無段で幅が狭く深い特徴を持つものと、半地下式

有階無段で幅が狭く深い特徴をもつものとがある。出土遺物から東地点は多賀城Ⅱ期、西地点はⅢ期、新堤地区

はⅢ・Ⅳ期の窯である。
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・天井構架材は、東地点では窯体内の燃焼部と焼成部境に太い炭化材、窯体外に細い炭化材がみられる。西地点では、

窯体内の構架材痕が床面から立ち上がるものと、壁上部から立ち上がるものとがある。天井には構架材痕跡がす

だれ状にみられた。新堤地区では断ち割り調査をおこなっていないことから窯体内の構架材は不明であるが、窯

体外に細い炭化材を確認している。・蟹沢地区西地点の 8 号窯跡では天井部が一部残存しており、天井部の内面

には構架材の痕跡が明瞭に残されている。その他の窯跡でも天井崩落土の内面には同様の痕跡が認められる。こ

のような構架材の痕跡は蟹沢地区東地点や新堤地区においても確認することができる。蟹沢地区西地点の 7 号窯

跡の天井部は崩落し、床面近くで出土した。この天井部の内面に残された構架材の痕跡が、最も明確に残されて

いるものである。構架材の痕跡は、窯跡の長軸方向に沿うように並んだ溝状に確認されている。構架材は密に並

べられていたと考えられ、隣り合う溝状の痕跡は相互に接するように並んでいる。溝状の痕跡は、旧地表面より

も若干下の壁上部から始まり、天井部を形成して反対側の壁上部に及んでいる。これらの構架材の痕跡から、窖

窯の壁上部から天井部の構架方法の一端を理解することができる。

・窯体の被熱状況は、蟹沢地区東地点で黄橙色、同地区西地点で灰白色、新堤地区の平窯で明赤褐色・暗赤褐色、

窖窯は灰白色である。これらは出土遺物の色調と共通するものである。

・新堤地区で検出した平窯は有牀（ロストル）式であるが、朝鮮半島における同時代及びそれ以前・以後の平窯に

は分焔牀は存在していない。また、日本における平窯の変遷をみると、藤原宮造営（7 世紀末）に伴い統一新羅

から平窯を導入し、奈良時代に有牀（ロストル）式平窯が出現した。新堤地区で調査した有牀（ロストル）平窯

の意味を、合わせて考える必要がある。

・蟹沢地区西地点の谷部で記録した層位をみると、地滑り痕跡と考えられる堆積の下層に 915 年に降下したとさ

れる灰白色火山灰が確認されている。このことから同地点で認められた地滑りの痕跡は、貞観 11（869）年の

陸奥国大地震により引き起こされた地滑りではないと考えられる。陸奥国大地震以降で、地滑りの原因となった

災害に関しては不明である。

・新堤地区出土の文字瓦は、押印・ヘラ書きあわせて 48 種 2,909 点になる。そのほとんどが多賀城Ⅳ期の平窯と

その施設から出土している。出土ヘラ書きのうち ｢井｣・｢伊｣・｢上工｣・｢大｣・｢田｣・｢ ｣・｢本｣・｢ ｣ が多賀城

跡、｢九｣・｢七｣・｢上｣・｢人｣ ｢大｣・｢田｣・｢二｣・｢本｣・｢有｣・｢ ｣ が陸奥国分寺跡から出土している。このことは、

新堤地区の瓦は多賀城、陸奥国分寺に供給されていたことを示している。押印については、すべて多賀城跡に見

られるものである。特に ｢ ｣・｢ ｣ の出土数が際立っている。陸奥国分寺跡出土の押印は見られなかった。また、

文字瓦の種類の多さは、係った工人の多さを示すと考えられる。

・平窯出土の瓦は、酸化色を示すものと、還元色を示すものがある。窯体の色より製品は、酸化色を示すと見られ、

還元色を示す瓦は構築材と考えられる。瓦は酸化焔で焼かれ、閉塞して還元せず、瓦窯として一工程省略して製

作したと考えられる。以上のことは、多くの人数で早急に多賀城・陸奥国分寺の復興を行ったことを示すものと

考えられる。
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写真図版




